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１ ログイン画面 
 

ブラウザのアドレスに、Open-BaseⅡのURLを入力します。 

http://neogis.net/kiban_jpn3/index_opl.html 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ログイン画面が表示されるので、通知済の「ユーザ ID」と「パスワード」を入力 
｢ユーザ認証｣ボタンをマウスでクリックします。 

 
  背景マップのチェックボックスは、後記の選択可能な「背景地図」と関連しています。 
  初期状態のまま変更する必要はありません。 
 
  文字サイズは、ログイン後に表示される文字のサイズとなります。 
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２ 初期画面 
 

ログイン画面での認証が終わると、以下の初期画面が表示されます。 
 
 

地図表示ウィンドウ 

メニューウィンドウ 

メニュータブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初期画面では、最初の登録図面が表示されます。 
 

メニュータブ： 
メニューウインドウの機能切り替えを行います。 

 
メニューウィンドウ：  

地図表示設定、属性検索設定、位置情報等の各種メニューが配置されています。 
各グループは最小化と、表示順の入れ替え 
（タイトルバーのマウスドラッグ）が可能です。 

 
地図表示ウィンドウ： 

検索された図面が表示されます。 
図面の属性表示でも使用します。 
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３ メニュー説明（メニューウインドウ） 
 
 

登録図面一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  登録図面：初期設定時に用意された図面（登録図面）を変更して、地図表示ウインドウに表示します。 
 
  写真図 ：写真を使えるように用意されている場合に、選択リストが表示されます。 
 
  背景地図：ログイン時に選択された背景マップから、表示可能な背景地図が表示されます。 
 
  縮尺  ：地図表示ウインドウ上でマウスホイールで拡大縮小も可能ですが、 

指定された縮尺での表示を変更することも可能です。 
 
  再表示 ：地図表示ウインドウの再表示を行います。 
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属性グループ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  属性グループ  ：初期設定時に属性(DB)をグループ化されている場合に、 

登録図面に連動して選択可能となります。 
 
  属性      ：登録図面に関連して登録済みの、使用可能な属性が選択リストで表示されます。 
 
  全て      ：地図表示ウインドウ上でマウスピックするポイントにあるデータ(属性)全てを 
           表示の対象とします。 
           選択リストの属性のみを表示したい場合は、このチェックを外します。 
 
  添付ファイル参照：データに添付されたファイルのみを表示します。 
           ※ 添付ファイルが表示可能な属性がレイヤで表示された場合に有効となります。 
 
  更新モード   ：表示結果の属性を更新可能(追加／更新／削除)とします。 
           ※ デモ環境のため、この機能は使用できません。 
 
  新規登録    ：属性データの登録を行います。 
           ※ 登録可能な属性がレイヤで表示された場合に有効となります。 
 
  属性一覧表示  ：選択した属性を、別ウインドウで一覧表示を行います。 
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  クリア：表示結果を消去します 
  現在地：GPSが有効な端末で表示している際に、このボタンクリックで現在位置に静を移動し、 

取得した位置情報を表示します。 
PCの場合の現在位置は正確な値ではありません。 
※ ブラウザが IEの場合は動作しません。 

 

情報詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ストリートビュー：表示ポイントの入力を要求され、地図上の任意の場所をクリックすると、 
    近隣にストリートビューのデータがあると、「ストリートビュー」ウインドウに 

表示されます。 
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４ 属性登録 

 
属性検索設定から、「新規登録」クリック後、地図表示ウインドウ上の任意のポイントを 
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  登録する属性が「線」の場合は、入力するラインの頂点をマウスクリックで指定し、 
  ダブルクリックで入力終了となります。 
   ※ ２点以上のクリックが必要です 
 
  登録する属性が「面」の場合は、入力するラインの頂点をマウスクリックで指定し、 
  ダブルクリックで入力終了となります。 
   ※ ３点以上のクリックが必要です 
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５ 属性検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  検索対象となるテーブルをリストから選択し、「検索」クリックで一覧が表示されます。 
 
  ピック：結果リストのレコードを選択した後の動作を指定します。 
 図面表示 ：選択レコードの図形を表示します。 
 属性表示 ：選択レコードを更新不可で単票表示します。 
  

※デモ環境では以下の機能は使用できません 
属性更新 ：選択レコードを更新可で単票表示します。 

 リンク設定：選択レコードと図形をリンクします。 
 リンク解除：選択レコードを図形のリンクを解除します。 
 図形入力 ：図形が無い属性に対して、新規に図形を作成します。 
 
  オプション：検索のオプション設定を行うウインドウを表示します。 
 
  csv-DL：検索結果を csvファイルでダウンロード出来るようにします。 
      ※ タブレットではこの機能は使用できません。 
 
  先頭：検索リストを１件目から表示します 
  表示されるリストのページ単位は、 

タブレットの場合20件ずつ、PCの場合は50件ずつの設定です。 
  前 ：検索リストを１ページスクロールします。 
  件目：検索リストを指定レコードから表示します。 
  次 ：検索リストを１ページスクロールします。 
  最終：検索リストの最終ページを表示します。 
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 オプションウインドウ説明 
 
検索リストのオプションとして「検索条件設定」「並び替え」「項目選択」「変換方法」 
の設定が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
  オプション設定後の結果リスト 
 
 
 ・項目定義がコードの場合、直接入力以外に該当コード一覧から選択することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・項目定義が値の場合、「定数・コード値」で直接入力する以外に。 

「他項目」を選択すると、項目値の比較が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  設定の手順は、「項目」を選択 → 「符号」を選択 → 「定数・コード・他項目」を選択／入力 → 
         「条件式のセット」をクリック とすることで、リストの検索条件が決定します。 
 

検索条件は、「and／or／ ( ) 」を用いた式を設定することも可能です。 
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並び替え 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  並び替える項目を、左のリストから選択すると、右のリストに追加されます。 
  その際に項目の「昇順／降順」を選択しておくか、リストに追加後の項目を選択し、 
  「変更」クリックで「昇順／降順」を変更することが出来ます。 
  右のリストの順列を入れ替える場合は、「順序変更」にチェックを入れると、 
  ボタンが表示され、順列変更が可能となります。 
 
 

項目選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  表示する項目を、左のリストから選択すると、右のリストに追加されます。 
  右のリストの順列を入れ替える場合は、「順序変更」にチェックを入れると、 
  ボタンが表示され、順列変更が可能となります。 
 
 

変換方法 
 
 
 
 
 
  検索リストのコード項目の変換方法を指定します。 
 変換  ：対応するコード名称を表示します。 
 無変換 ：レコードのデータをそのまま表示します。 
 変換省略：対応するコード名称を省略形で表示します。 
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